
第 84 回 FIP 国際会議について 

第 84 回 FIP 国際会議が、以下のとおり開催された。本会からは、岩月進会長、

豊見敦副会長、山田武志常務理事、山本信夫顧問が出席した。 

・会期： 2026 年 8月 30 日～9月 2日

・会場： Palais des congrès de Montréal（カナダ・モントリオール）

 FIP が 9 月 3 日に会議出席者へ配信した案内によると、今大会には 116 か国から

3,455 名が参加した。 

FIP 国際会議および関連会議の主な日程は、以下のとおりである。なお、括弧内

の日本語は、本会事務局による参考訳である。 

日付 内容

8月 28 日（金） Council Dinner（カウンシルディナー）

8月 29 日（土） FIP Council Meeting Day 1（FIP 評議会 1日目）

8月 29 日（土） President’s Reception（会長主催レセプション）

8月 30 日（日） FIP Council Meeting Day 2（FIP 評議会 2日目）

8月 30 日（日） Opening Ceremony（開会式）

8月 30 日（日） Welcome Reception（歓迎レセプション）

8月 31 日（月） Regional Forum meetings with member organisations（地域フ

ォーラム加盟団体会合、招待制）

8月 31 日（月） Community Pharmacy Section Dinner（コミュニティファーマシ

ーセクションディナー）

9月 2日（水） Pharmacy in Japan（日本の薬学・薬剤師職能をテーマとするセ

ッション） 

9 月 2 日（水） Regional Forums Congress session（地域フォーラム会議セッ

ション）

9月 2日（水） Japanese Reception（日本の FIP 加盟団体主催レセプション） 
9 月 2 日（水） Closing Party（閉会パーティー）

次ページ以降に、9月 2日に開催された「Pharmacy in Japan」のプログラムに

ついて、原文および日本語訳を掲載する。 

公式 URL：

https://montreal2026.fip.org/programme/?congress_session=df3b5b7e-ef0f-

4429-8b86-efc73d7d954c 

資料１

1



2



3



本会事務局による参考訳 

 

PSWE-03 Pharmacy in Japan 

日時：2026 年 9 月 2 日（水）11:00～12:30 

会場：Room 519 

 

座長 

熊本 卓哉 教授 

広島大学大学院医系科学研究科 教授 

FIP 薬科学部門（BPS）New Medicine SIG Chair 

 

プログラム 

時間 内容 

11:00～11:05 座長によるイントロダクション 

11:05～11:25 
日本の薬局・薬剤師：現状と変化する役割 

山田 武志 氏（日本薬剤師会 常務理事） 

11:25～11:40 

日本における病院薬剤師の臨床的役割の拡大：日本病院薬剤師会

（JSHP）の現在の取組 

田﨑 嘉一 教授（旭川医科大学病院 薬剤部長・教授、日本病院

薬剤師会 国際交流委員会 前委員長） 

11:40～12:00 

日本の薬剤学の発展に向けた日本薬剤学会（APSTJ）の活動と展

望 

尾関 哲也 教授（名古屋市立大学大学院薬学研究科 教授、日本

薬剤学会 前会長、FIP 薬科学部門（BPS）Drug Delivery and 

Manufacturing SIG Chair） 

12:00～12:20 

日本の薬学教育：科学と実践の融合 

熊本 卓哉 教授（広島大学大学院医系科学研究科 教授、FIP 薬

科学部門（BPS）New Medicine SIG Chair） 

12:20～12:30 質疑応答・閉会 

 

講演概要 

PSWE-0301 

日本の薬局・薬剤師：現状と変化する役割 

日本薬剤師会（JPA）より、日本の国民皆保険制度（UHC）のもとにおける薬局・
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薬剤師の現状について概説する。また、超高齢社会や少子化といった人口構造の

変化に対応し、地域医療における薬局・薬剤師の役割がどのように拡大している

かについて紹介する。 

 

PSWE-0302 

日本における病院薬剤師の臨床的役割の拡大：日本病院薬剤師会（JSHP）の現在

の取組 

日本における病院薬剤師の臨床的役割の拡大に向けた最近の取組を紹介する。病

棟薬剤業務を強化する新たな政策的取組や、深刻化する薬剤師不足への対応を取

り上げるとともに、日本病院薬剤師会（JSHP）が、より安全で質の高い患者ケア

の実現に向けて果たしている役割について概説する。 

 

PSWE-0303 

日本の薬剤学の発展に向けた日本薬剤学会（APSTJ）の活動と展望 

日本薬剤学会（APSTJ）の活動について、ドラッグデリバリーシステム（DDS）、製

剤設計、粒子設計、医薬品ナノテクノロジーの各分野において、大学の研究者、

薬剤師、企業研究者を結ぶ学術ネットワークの形成に果たしている役割を中心に

紹介する。 

また、薬剤学分野におけるイノベーションおよび人材育成に対する日本薬剤学会

の取組について述べるとともに、小児用製剤に関するコンソーシアム活動や、

AFPS をはじめとするアジアの学術ネットワークを通じた国際的な活動についても

紹介する。 

 

PSWE-0304 

日本の薬学教育：科学と実践の融合 

日本の薬学教育は、社会および医療を取り巻くニーズの変化に対応し、この 20 年

間で発展してきた。6年制薬学教育の導入は、科学的知識を基盤として、臨床能力

と専門職としての責任を兼ね備えた医療人を育成することを目的としている。 

その大きな特徴の一つが「薬学教育モデル・コア・カリキュラム」である。2022

年度の改訂では、学修成果および資質・能力（コンピテンシー）を重視した教育

体系が導入された。これにより、単なる知識の修得にとどまらず、卒業後も生涯

にわたり学び続ける能力、課題を発見・解決する能力、臨床実践能力を総合的に

育成する教育への転換が図られている。 

また、日本の薬学教育は、臨床教育だけでなく、研究活動や基礎科学を重視して

いる点にも特徴がある。多職種連携教育などを通じて科学的理解と臨床能力を融

合し、変化する医療環境に的確に対応できる専門職の育成を目指している。 
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